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安全運転を心がけよう！安全運転を心がけよう！
９月25日、小戸神小学校で交通安全教室が行われました。９月25日、小戸神小学校で交通安全教室が行われました。
子どもたちは、小野警察署の方々の話を真剣に聞き、安全確認子どもたちは、小野警察署の方々の話を真剣に聞き、安全確認
の大切さを改めて学んでいました。の大切さを改めて学んでいました。



　

第
48
回
小
野
町
敬
老
会
を
９
月
12
日
、

多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
ご
招
待
し
た
75
歳

以
上
の
方
は
、
昨
年
よ
り
54
人
多
い

１
，８
９
４
人
で
し
た
。

　

町
長
は「
今
日
の
我
が
町
進
展
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
情
熱
と
ご
精
励
、
多

年
に
わ
た
り
家
族
の
繁
栄
と
地
域
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
功
績
に
深
い

敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
、
豊
富
な

知
識
や
経
験
、
技
能
を
家
族
や
地
域
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
の
生
き
が
い

と
し
て
も
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
、
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
夏
井
第
二
小
学
校
全
校

生
に
よ
る
合
唱
・
合
奏
、
小
野
警
察
署
に

よ
る「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」防
止
の
Ｐ
Ｒ
、
マ

ド
リ
ガ
ル
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
、

小
野
町
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
詩

舞
、
浮
金
出
身
の
歌
手
小
野
ま
ち
子
さ
ん

に
よ
る
歌
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
余
興
が
披

露
さ
れ
、
和
や
か
雰
囲
気
の
中
で
敬
老
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
行

政
区
長
、民
生
委
員
、高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
余
興
関
係
者
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に

紙
上
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
町
敬
老
祝
金
贈
呈 

１
，８
９
４
人

●
75
歳
到
達
者
賀
寿　
　
　
　

１
５
９
人

●
笑
顔
と
が
ん
ば
り
長
寿
者
敬
愛
条
例
賀

　

寿
お
よ
び
敬
老
祝
金
贈
呈（
90
歳
到
達
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27
人

●
内
閣
総
理
大
臣
賀
寿(

１
０
０
歳
到
達

　

者) 

２
人

●
戦
没
者
遺
族
80
歳
到
達
者
町
遺
族
会
賀

　

寿
贈
呈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
人

●
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
賀
寿
贈
呈　

32
組

マドリガルコーラスの皆さん

小野まち子さん

高校生ボランティアの皆さん

活動の様子

夏井第二小学校の皆さん

笑顔とがんばり長寿代表
　橋本善春さん(小野山神）

小野町連合婦人会の皆さん

第48回小野町敬老会　敬老者550人が出席第48回小野町敬老会　敬老者550人が出席
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小
野
町
総
合
防
災
訓
練
を
９
月
13
日
、

鶴
庭
工
業
用
地
周
辺
と
関
東
エ
ラ
ス
ト

マ
ー
株
式
会
社
を
会
場
に
実
施
し
ま
し

た
。

　
「
同
地
区
内
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

５
の
地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に
台
風
接

近
に
伴
う
大
雨
で
町
内
で
も
土
砂
崩
れ
、

建
物
火
災
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し

た
」こ
と
を
想
定
し
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
が
主
体
と
な
り
、
小
野
赤
沼
、

菖
蒲
谷
、
雁
股
田
、
皮
籠
石
、
小
野
山

神
の
各
行
政
区
自
主
防
災
会
が
連
携
し
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
消
火
器
を
使
っ
た
初

期
消
火
訓
練
、
陸
上
自
衛
隊
と
自
主
防

災
会
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
本
部
ト
ラ
イ
ア
ル
バ
イ

ク
隊
に
よ
る
被
害
情
報
調
査
や
消
防
団

に
よ
る
遠
距
離
中
継
送
水
訓
練
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
散

水
、
関
東
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
株
式
会
社
防

災
会
に
よ
る
避
難
誘
導
お
よ
び
消
火
訓

練
な
ど
、
関
係
機
関
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
訓
練
と
な
り
、
参
加
者
は
本
番

さ
な
が
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

田村消防署救助隊による負傷者救出訓練

山林消火活動訓練

　
　
　
（
前
）小
野
町
教
育
長　

吉
田　

勝
人

　

こ
の
度
、
９
月
30
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
教

育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
７
月
１

日
か
ら
８
年
３
か
月
に
亘
り
、
教
育
関
係
者
の
皆

様
を
は
じ
め
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
い
た
だ
き
職
務
を
私
な
り
に
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

在
任
中
を
顧
み
ま
す
と
、
町
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
実
現
さ
せ
る
学
校
教
育
の
充
実
、

就
学
前
教
育
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
幼
児
教
育
・

保
育
の
一
元
化
へ
の
取
り
組
み
と
子
育
て
支
援
、

国
際
理
解
・
交
流
の
推
進
、
心
ふ
れ
あ
う
生
涯
学

習
の
充
実
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
等
、
多

く
の
教
育
分
野
の
課
題
解
決
と
推
進
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
化
社
会
の
急
激
な
進
行
が
教
育
に

及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
、
教
育
環
境
整
備
の
基
本

方
針
を
策
定
し
、
小
学
校
の
再
編
・
統
合
、
給
食

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
小
野
中
学
校
の
全
面
改

築
な
ど
、
町
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
重
要
な
教
育

の
具
現
化
に
向
け
て
教
育
長
と
し
て
の
重
責
を
担

う
こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
は
、
60
年
ぶ
り
の
教
育
基
本
法
の
改

正
に
伴
い
、
学
習
指
導
要
領
も
改
定
さ
れ
る
な
ど
、

新
た
に
教
育
再
生
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
が
平
成
23
年
度
、

中
学
校
で
は
平
成
24
年
度
に
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。

改
定
に
よ
り
、
授
業
時
数
と
指
導
内
容
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
完
全
実
施
に
備
え
、

小
学
校
５
・
６
年
生
へ
の
週
１
時
間
の
外
国
語
活

動
の
導
入
、
教
材
・
備
品
等
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

教
育
現
場
の
ご
協
力
を
得
て
移
行
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
は
、

大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」の
調
和
を
重
視
し
た「
生

き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
お
互
い
協
力
し

合
っ
て
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、

生
き
る
力
を
育
ま
せ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
そ
の
子
に
合
っ
た
教
育
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
実
現
さ
せ
る
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
教
育
関
係
者
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様

方
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
確
か
な
も
の
と

す
る
教
育
の
着
実
な
前
進
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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小
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
の

水
中
運
動
会
が
８
月
23
日
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
団
体
約
１
０
０
名
の
団
員
が
参
加
し
、

水
中
な
ら
で
は
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
応
援
の
保
護
者
が
か

け
つ
け
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

夏
井
大
杉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝　

飯
豊
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　

小
野
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

夏
井
大
杉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝　

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　

飯
豊
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小野町スポーツ少年団　ー水中運動会ー

ボールに触らず運んでみよう

水中玉入れ

何枚渡れるかな

　

第
22
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
競
技
出
場
の
小
野
町
チ
ー
ム
に
８

月
31
日
、
宍
戸
町
長
は「
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
」と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、
村
上
正

二
主
将
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。　
　

●
出
場
選
手　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

主
将　

村
上　

正
二

　

選
手　

村
上　

幸
一　
　

山
田　

季
平

　
　
　
　

先
崎　

政
敏　
　

会
田　

房
俊

　
　
　
　

会
田　

貞
子　
　

先
崎　

敏
江

　
　
　
　

大
千
里
節
子

●
結
果

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
に
て
惜
敗小野町チームの皆さん

悩
み
や
苦
情
は
、
ま
ず
相
談
！

秋
の
行
政
相
談
週
間

●
行
政
相
談
委
員

二
瓶
洋
補
さ
ん

　

谷
津
作
字
松
葉
１
番
地
の
２

　

☎
７
２
ー
３
２
９
７

　

10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）は
、「
秋

の
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
県
お
よ
び
市

町
村
、
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆

さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て

そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

次
の
と
お
り
行
政
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

●
行
政
相
談
会

【
日
時
】　

10
月
21
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】　

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

　
　
　
　
（
１
階
・
青
年
婦
人
研
修
室
）



　

第
３
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
出
場
の
小
野
町
チ
ー
ム
の
激
励
会
を

９
月
８
日
、
町
民
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

　

宍
戸
町
長
は
町
旗
を
籠
田
良
作
監
督
に

手
渡
し
、「
町
の
代
表
と
し
て
、
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
」と
激
励
し
、
籠
田
監

督
が
小
野
町
チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て
決
意

表
明
を
し
、
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

●
出
場
選
手　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 

（      

）内
は
連
盟
登
録
チ
ー
ム
名

監　

督　

籠
田　

良
作（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

コ
ー
チ 

吉
田　
　

茂（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

　

〃　
　

壁
谷
澤
教
雄（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

主　

将　

吉
田　
　

淳（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

投　

手　

宇
佐
美　

弘（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

吉
田　

公
彦（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

　

〃　
　

大
川
原
保
美（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

　

〃　
　

菅
野　

祐
二（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

〃　
　

渡
辺　

安
友（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

捕　

手　

加
藤　
　

翼（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

庭
田　
　

勉（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

〃　
　

会
田　
　

弥（
松
月
堂
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

先
崎　
　

勝（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

内
野
手　

渡
辺　

寛
文（
松
月
堂
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

佐
藤　

暢
隆（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

〃　
　

猪
狩　
　

剛（
日
東
粉
化
）

　

〃　
　

吉
村　
　

潤（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

先
崎　

慎
也（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

内
野
手　

先
崎　

和
弘（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

宗
方　

達
也（
松
月
堂
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

橋
本　

厚
司（
小
野
町
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

外
野
手　

草
野　

政
氏（
Ｊ
Ａ
た
む
ら
）

　

〃　
　

大
和
田　

篤（
小
野
町
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

草
野　

拓
也（
東
栄
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

大
山　
　

勇（
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

〃　
　

国
府
田　

聡（
松
月
堂
ク
ラ
ブ
）

　

〃　
　

草
野　

大
輔（
ル
ー
キ
ー
ズ
）

　

〃　
　

羽
生　

友
和（
オ
ー
ル
大
越
）

●
出
場
選
手　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

監　

督　
　
　

舞
木　

富
雄（
自
営
業
）

助
監
督　
　
　

上
遠
野
正
明（
会
社
員
）

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ　

松
本　
　

一（
公
務
員
）

コ
ー
チ　
　
　

常
恒　

直
一（
自
営
業
）

　

〃　
　
　
　

草
野　

重
男（
会
社
員
）

　

〃　
　
　
　

吉
田　

幸
則（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

吉
成　
　

誠（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

伊
藤　

幸
子（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

中
野　
　

浩（
会
社
員
）

　

〃　
　
　
　

矢
吹　

雅
洋（
会
社
員
）

　

〃　
　
　
　

吉
田　

行
良（
団
体
職
員
）

ト
レ
ー
ナ
ー　

石
井　

一
彦（
会
社
員
）

　

〃　
　
　
　

伊
藤　

政
美（
会
社
員
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

会
田　

久
美（
会
社
員
）

選　

手　
　
　

吉
田　
　

勤（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

野
中　
　

永（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

清
野　

昭
雄（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

上
遠
野
浩
一（
公
務
員
）

　

〃　
　
　
　

村
上　

啓
尚（
公
務
員
）

選　

手　
　
　

草
野　

明
子（
会
社
員
）

　

〃　
　
　
　

草
野　

恵
太（
専
門
学
生
）

　

〃　
　
　
　

先
崎　

太
郎（
高
校
生
）

　

〃　
　
　
　

大
澤
靖
一
郎（
高
校
生
）

　

〃　
　
　
　

長
谷
川
健
太（
高
校
生
）

　

〃　
　
　
　

吉
田　

美
咲（
高
校
生
）

　

〃　
　
　
　

柏
原　

一
貴（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

春
山　

大
輝（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

吉
田　

悟
志（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

舘
川　

誉
弘（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

土
田　

恵
里（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

大
竹　
　

菖（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

小
荒
井
真
人（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

先
崎　

太
朗（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

吉
田　

美
咲（
中
学
生
）

　

〃　
　
　
　

出
口　

裕
希（
中
学
生
）

　

第
21
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
小
野
町
チ
ー
ム
の
結
団
式

を
９
月
２
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
行
い
ま

し
た
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
小
野
町
チ
ー
ム
本
部
長
の
宍
戸
町

長
か
ら
役
員
・
選
手
に
委
嘱
状
を
交
付
し
、「
持
て

る
力
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も

う
」と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
町
旗
を
託
さ

れ
た
舞
木
富
雄
監
督
が
小
野
町
チ
ー
ム
の
代
表
と
し

て
決
意
表
明
し
、
力
走
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
11
月
15
日（
日
）午
前
７
時
40
分
ス
タ
ー
ト
、

白
河
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜
福
島
県
庁
前
ま

で
の
16
区
間
96
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
競
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

小野町チームの皆さん

小野町チームの皆さん



広報　おのまち　6

　

第
16
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
９
月
５
日
、
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
野
球
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
32
チ
ー
ム
総
勢
約
２
７
０
名

が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
野
球
場
内
に

設
け
ら
れ
た
16
ホ
ー
ル
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

第
１
回
お
の
ま
ち「
か
え
っ
こ

バ
ザ
ー
ル
」が
９
月
19
日
、
お
の

タ
ウ
ン
・
コ
ム
コ
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
催
は
、
キ
ッ
ズ
・
ク
ラ
ブ（
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
）で
、
当
日
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
約
２
５
０
人
が
訪
れ
、
と

て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」は
自
宅

で
遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
行
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
や
お

手
伝
い
を
し
た
り
し
て「
か
え
る

ポ
イ
ン
ト
」を
も
ら
い
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
と
欲
い
お
も
ち
ゃ
を
交
換

す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

優勝　上羽出庭Aの皆さん

準優勝　仲町Aの皆さん

第３位　小野山神Aの皆さん

ゲームで遊んでもポイントがもらえます集めたポイントとおもちゃを交換します

●団体の部
順　位 行政区 スコア
優　勝 上羽出庭Ａ 241
準優勝 仲 町 Ａ 249
第３位 小野山神Ａ 257
●男子の部 （敬称略）
順　位 行政区 氏　名 スコア
優　勝 中 通 鈴木一郎 32
準優勝 谷津作Ａ 斎藤清悦 34
第３位 反 町 柏原利彦 36
第４位 谷 津 作 郡司　一 37
第５位 仲 町 Ａ 会田　弘 37
第６位 谷 津 作 村上治男 37
第７位 浮 金 Ａ 西牧源吾 38
第８位 小戸神Ａ 大和田勇規 38
第９位 仲 町 Ａ 平山文男 38
第10位 吉野辺Ｂ 会田宏一 38
●女子の部 （敬称略）
順　位 行政区 氏　名 スコア
優　勝 上羽出庭Ａ 西牧光子 35
準優勝 〃 西牧キミイ 36
第３位 小野山神Ａ 国分ハギ 37
第４位 大 八 Ａ 大楽ツネヨ 39
第５位 仲 町 Ａ 吉田千代 39
第６位 夏 井 Ｂ 佐藤栄子 40
第７位 荒 町 Ａ 石戸マサエ 41
第８位 小野山神Ａ 長竹加代子 41
第９位 大 八 Ａ 先崎百合子 42
第10位 吉野辺Ａ 先崎三子 42

お
も
ち
ゃ
を
交
換
！　

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
開
催

第16回町民グラウンドゴルフ大会開催
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小野町行政行革推進プロジェクトチーム参加申込書

ご　　住　　所
〒　　　　－　　　　　　
小野町大字　　　　　　　　　　　字　　　　　　　　　　番地

お電話（携帯可） 　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－
お　　名　　前

行財政改革に対する
ご意見・応募の抱負
など

（特に無ければ記載不要）

【目　的】
　社会情勢の急激な変化に即して、「笑顔とがん
ばり行革大綱」について修正の必要があり、第４
次小野町行政改革大綱の実施済プログラムの検証
を行うほか、第四次小野町振興計画にある施策等
に即して再構築をする必要があります。
　第３次小野町定員適正化計画は、現時点では順
調に進行していますが、今後の大量退職と行革の
進行とともに再検討の時期にきています。小野町
財政計画は、振興計画の始動とともに重点事業等
の投資的経費を見直し、同時に資金の手当につい
て修正が必要となっています。
　策定にあたり、町民の方々が町政へ参加する機
会の確保と公正の確保、透明性の向上を図ること
で、町民と行政の協働によるまちづくりの実現と
開かれた町政の推進を目指しています。
　そのひとつとして、公募のプロジェクトチーム
を組織し、計画策定における意見や要望などを広
く募集し反映します。

【対　象】
　小野町内に在住・通勤・通学している方
　町内に事業所等を有する方
　行財政改革に関心のある方

【実施事項】
　町が策定する「笑顔とがんばり行革大綱」への意
見をお受けします。
　お受けしたご意見は、その実施可否の有無を含
め検討し、庁内プロジェクトチーム、小野町行政
改革推進本部で協議を行い、大綱に反映させます。

【「笑顔とがんばり行革大綱」の内容と計画期間（予定）】
●第５次小野町行政改革大綱
　平成23年度～平成32年度：10年間
●第４次小野町定員適正化計画
　平成23年度～平成30年度：８年間
　（前期平成23年度～平成27年度）
●小野町財政計画
　平成23年度～平成30年度：８年間
　（前期平成23年度～平成27年度）

【募集期間】
　10月30日（金）まで

【報　酬】
　ボランティア組織として無償となります。

行政改革に参加しませんか行政改革に参加しませんか    
行革プロジェクトチームのメンバーを公募します

【応募方法】
　下記の申込書をご記入いただき、ファックス（７２－３１２１）またはご持参いただくか、住所・電話
番号・お名前・ご意見や抱負をメール本文へ記載しsoumuka@town.ono.fukushima.jpまで送信して
ください。

◆問い合わせ
　総務課　☎７２－２１１１

　町では、行財政改革を一層推進するため、平成22年度までに現在の「笑顔とがんばり行革大綱」を
見直し、新たな計画を策定します。
　町民の皆さんのご意見を策定の段階から反映させるため「行革プロジェクトチーム」のメンバーを公
募することとしました。
　町の行財政改革に関心ある方のご応募をお待ちしています。
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「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

お
出
か
け
し
て
き
た
の
」「
こ
れ
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ

た
ん
だ
よ
」と
話
を
し
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
と
て
も
身
近
で
温
か
な
存
在

で
す
。
し
か
し
、
小
野
町
も
核

家
族
化
が
進
み
、
ふ
れ
あ
う
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
少
し
で
も
お
年
寄

り
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
５
歳
児
れ
も

ん
組
の
誠
励
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
小
野
へ
の
訪
問
を
計

画
し
ま
し
た
。

　

訪
問
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、

子
ど
も
た
ち
か
ら「
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
作
ろ
う
」「
な
に
か
見
せ
て

あ
げ
た
い
な
あ
」な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
い
つ
も
な
ら
製
作
が

苦
手
で
な
か
な
か
取
り
組
ま
な

い
子
も
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
喜

ん
で
く
れ
る
か
な
」と
製
作
を

し
た
り
、
自
分
で
カ
セ
ッ
ト
を

か
け
遊
戯
の
練
習
を
一
日
に
15

回
も
し
た
り
す
る
子
も
い
て
、

本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

当
日
は
、
大
勢
の
前
で
少
し

緊
張
気
味
で
し
た
が
、
遊
戯
を

見
せ
た
り
、
一
緒
に
手
遊
び
を

し
た
り
す
る
中
で
、
少
し
ず
つ

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
和
や
か
に
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

園
に
帰
っ
て
く
る
と

「
楽
し
か
っ
た
ね
」「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
、
う
れ
し
そ
う

だ
っ
た
ね
」と
に
こ
に
こ
し
な

が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
遊
び
に
行
く
の
で
、
元

気
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
お
年
寄
り
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

第
33
回
小
野
町
小
学
校
陸
上
記
録

会
が
９
月
17
日
、
小
野
町
教
育
研
究

会
主
催
に
よ
り
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
会
で
は
、
町
内
の
各
小
学
校

の
５
年
生
・
６
年
生
が
記
録
更
新
を

目
指
し
、
一
生
懸
命
走
っ
た
り
跳
ん

だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

80ｍハードル

女子100ｍ走

４×100ｍリレー

男子100ｍ走

第33回小野町小学校陸上記録会開催

お
じ
い
ち
ゃ
ん　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
ぁ
〜
い
す
き
！

 

中
央
さ
く
ら
保
育
園　
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中学生記者が活躍中学生記者が活躍 　

小
野
中
学
校
の
２
年
生
が
９
月
16
日
、
町
内

の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
に
も
３
人
が
訪
れ
、
広
報
紙
の
作
成
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
実
際
に
職
場

体
験
中
の
同
級
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
写
真

撮
影
を
行
い
、
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。

左から、遠藤さん、大川原さん、輪違さん（職場体験で記者を体験しました）

　

Ｂ
＆
Ｇ
へ
職
場
体
験
に
行
っ
た
８
人
の
う
ち

２
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

●
実
際
に
職
場
体
験
を
し
て
み
て
の
感
想
は
。

吉
田　

悟
さ
ん

　

暑
い
中
で
の
草
む
し
り
な
の
で
、
思
っ
た
よ

り
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
担
当
の
人
が
優
し

く
て
み
ん
な
と
一
緒
な
の
で
楽
し
い
で
す
。

高
橋
克
也
さ
ん

　

仕
事
は
、
け
っ
こ
う
楽
し
い
で
す
。
暑
い
中
、

外
で
ず
っ
と
草
む
し
り
を
す
る
の
で
疲
れ
る
け

ど
、
仕
事
の
後
の
ご
ほ
う
び
を
狙
っ
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

み
ん
な
、
か
な
り
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
が
、

楽
し
そ
う
に
草
む
し
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
に
職
場
体
験
に
行
っ
た
８

人
の
う
ち
、
３
人
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

●
主
に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

吉
田
凪
沙
さ
ん

　

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
遊
ん
だ
り
運
動
し
た

り
し
ま
し
た
。

●
実
際
に
や
っ
て
み
て
の
感
想
は
。

先
崎
舞
斗
さ
ん

　

意
外
に
も
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
、
す
ご
く

疲
れ
ま
し
た
。
体
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
職
場
体
験
を
や
っ
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

鈴
木
友
梨
香
さ
ん

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し

く
遊
べ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

み
ん
な
、
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
み
て
い

ま
し
た
。

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
で
７
人
が
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
３
人
に
感
想

を
聞
き
ま
し
た
。

●
主
に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

岩
塚　

彩
さ
ん

　

お
茶
を
配
っ
た
り
、
患
者
さ
ん
の
食
事
の
お

手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

●
実
際
に
や
っ
て
み
て
の
感
想
は
。

佐
藤
彩
乃
さ
ん

　

大
変
な
仕
事
だ
け
ど
、
患
者
さ
ん
に「
あ
り

が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

●
職
場
体
験
を
や
っ
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

佐
藤
絵
美
さ
ん

　

ナ
ー
ス
に
つ
い
て
の
勉
強
が
で
き
、
よ
か
っ

た
で
す
。

　

み
ん
な
、
と
て
も
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

町
民
体
育
館（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

 

取
材　

輪
違
圭
介
さ
ん

小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
・
中
央
さ
く
ら
保
育
園

 

取
材　

大
川
原
茜
音
さ
ん

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

 

取
材　

遠
藤
綾
華
さ
ん
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私
が
ふ
る
さ
と
小
野
町
を
離
れ

て
今
年
で
30
年
目
に
な
り
ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
て
非
常
勤
講
師
を

し
な
が
ら
就
職
先
を
探
し
、
現
在

の
鎌
倉
女
学
院
に
職
を
得
23
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

数
学
を
教
え
る
私
も
、
多
く
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
今

年
は
同
窓
会
と
い
う
名
目
で
４
回

の
会
合
が
予
定
さ
れ
、
先
日
行
わ

れ
た
同
窓
会
は
12
年
前
の
卒
業
生

で
30
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私

の「
定
年
の
時
に
は
必
ず
同
窓
会

を
す
る
の
で
皆
さ
ん
集
ま
っ
て
」

と
の
言
葉
に
少
し
目
頭
が
熱
く
な

る
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
教
員
は「
休
み
が
多
く

て
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
さ

に
あ
ら
ず
。
小
野
町
に
帰
省
す
る

の
は
年
に
２
度
、
そ
れ
も
だ
い
た

い
３
日
程
度
。
帰
省
し
て
も
同
級

生
と
連
絡
を
取
る
わ
け
で
も
な
し
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が『
ふ
る
さ
と

小
野
町
会
』に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
進
路
指
導
課
の
長
を

す
る
私
で
す
が
、
校
内
で
の
文
化

講
演
会
の
講
師
を
探
し
て
い
た
と

き
、
第
一
回
目
の
総
会
で
い
た
だ

い
た
名
簿
か
ら
小
泉
武
夫
先
生
に

連
絡
し
、
快
諾
を
い
た
だ
き
現
在

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
で
定
年
退
職
さ
れ
た
と
今

年
は
一
度
お
断
り
の
電
話
を
受
け

ま
し
た
が
、
再
三
の
お
願
い
に
折

れ
て
い
た
だ
き
、『
い
の
ち
は
ぐ

く
む
農
と
食（
食
を
め
ぐ
る
日
本

の
問
題
）』と
い
う
演
題
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
い
お
話
で
、
約
10
年

の
間
に
は
影
響
を
受
け
て
農
学
部

を
目
指
し
た
卒
業
生
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
先
生
に
は
、
私
が「
退

職
す
る
ま
で
講
師
は
引
き
続
け
て

引
き
受
け
ま
す
」と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
が
社
会
に
還
元
で
き
る
こ
と

は
真
面
目
な
生
徒
を
排
出
す
る
こ

と
ぐ
ら
い
で
す
が
、
機
会
が
あ
れ

ば『
小
野
町
会
』ひ
い
て
は
小
野
町

の
力
に
な
り
た
い
と
の
思
い
は
常

に
抱
い
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
力
に
な
り
た
い

蓬
田　

好
雄

（
本
町
出
身
・
神
奈
川
県
支
部
）

国国

民民

年年

金金

ココ
－－

ナナ

－－

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

●
年
金
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す

　

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め
る

保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
あ
な
た

や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
老
齢
基
礎
年
金
以
外
に
も

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の

生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ

け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害
基

礎
年
金
が
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
残
さ
れ

た
妻
や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
納
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
の

末
日
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
等
に
当
た
る
場
合
は
、

そ
の
翌
営
業
日
）。

●
納
期
限
か
ら
２
年
経
過
す
る
と

　

納
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る

と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
将
来
、
受
給
す
る

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
を
納
め
る
に
は

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る「
納
付
案
内
書
」で
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

●
お
得
な
前
納
制
度

　

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る（
前
納
）と
、
保
険
料

の
割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。
前

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
社
会
保

険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
あ
な
た
の

指
定
の
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保

険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す（
原
則

と
し
て
、納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
）。

　

一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
毎
月

金
融
機
関
等
に
出
向
く
必
要
が
な
く

な
り
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す

　

一
括
前
納（
一
年
前
納
、
半
年
前

納
）を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額

が
有
利
に
な
り
ま
す
。

　

月
々
の
口
座
振
替
を
早
割（
当
月

保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
）に

し
て
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
金
融
機
関
や
郵
便
局

の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」を
記
入
し
金
融
機
関
等

届
出
印
を
押
印
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

前列　右側
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　小野町美術展は、町民の皆さんの作品を展示
する美術展です。
　前期は、書道・てん刻・きり絵・七宝焼き・
陶芸・ちぎり絵の作品を展示します。
　皆さんでお誘い合わせの上、ぜひご鑑賞くだ
さい。

◇小野町美術展（前期）

作品を出品される方へ
　前期は10月22日、後期は11月12
日が申込締切日となっています。
　期日までに文化の館に出品票をお
持ちください。

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

【会　期】　10月31日（土）～11月８日（日）
　　　　　午前９時～午後５時　＊入場無料

◇七宝焼き講座を行います

　小野町美術展に関連して、七宝焼き講座を
開催します。参加を希望される方は、文化の
館までお申し込みください。
＊申込締切　10月25（日）
　申込書は文化の館にあります。電話やＦＡ
Ｘでも受け付けます。

【開催日】　11月３日（火）
　　　　　午後１時30分～午後３時30分
【参加費】　材料費として１人700円

◇芸術文化体験事業「スケッチ講座」を行いました
　スケッチ講座（全４回）を８月と９月に開催しました。
　この講座は、小野町美術展への出品を目標に行ったも
のです。
　福島独立美術の会の方を講師に招き、スケッチの基本
や表現技法・描き方のポイントなどを指導していただき
ました。
　参加者は静物や風景のスケッチに挑戦。時折講師に質
問してアドバイスをもらったり、参加者同士で作品を見
せ合ったりしながら、熱心に作品を作っていました。
　このスケッチ講座で仕上げた作品は、11月に開催する
小野町美術展（後期）で展示する予定です。

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

　10月27日（火）～11月９日（月）は、2009・第63回読書週間です。
　「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出
版社や書店・公共図書館などが加わって、昭和22年に第１回の読書週間
が開催されました。
　第２回からは、期間が「文化の日」を中心にした２週間と決まり、現在
まで続いています。
　今年の「読書週間」の標語は、「思わず夢中になりました」。
　秋の夜長、夢中になれる１冊を見つけてみてはいかがでしょうか。
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欄

第
34
回
福
島
県
林
業
祭
開
催

　
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
満
載
！
森
林
の

魅
力
!!
」を
テ
ー
マ
に
、
第
34
回
福

島
県
林
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
各
種
コ
ー
ナ
ー
や
木
工
体

験
・
キ
ノ
コ
や
花
木
等
の
展
示
販
売

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

10
月
24
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

10
月
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所

　

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
郡
山
市
安
積
町
成
田
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
ー
９
４
５
ー
２
１
６
０

筆
界
特
定
制
度
相
談
会

　

土
地
の
境
界
問
題
や
筆
界
特
定
制

度
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
・
土
地

家
屋
調
査
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
事
前
の
予
約
等

も
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

11
月
８
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
３
階

　

小
会
議
室

【
筆
界
特
定
制
度
と
は
】

　

土
地
の
筆
界
が
不
明
ま
た
は
争
い

の
あ
る
場
合
に
、
法
務
局
の
筆
界
特

定
登
記
官
が
土
地
の
所
有
権
の
登
記

名
義
人
等
の
申
請
に
基
づ
き
、
筆
界

に
関
し
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
豊

富
に
有
し
て
い
る
外
部
専
門
家
で
あ

る
筆
界
調
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、

簡
易
迅
速
に
現
地
に
お
け
る
筆
界
の

位
置
に
つ
い
て
判
断
を
示
す
制
度
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４
ー
５
３
４
ー
２
０
４
８

す
こ
や
か

　
　
　

い
き
い
き

 

う
つ
く
し
ま

第
３
回
県
中
地
方
公
衆
衛
生
大
会

　

県
中
地
区
衛
生
組
織
連
合
で
は
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」と「
生
活
の
質

の
向
上
」の
推
進
を
目
指
し
、
公
衆

衛
生
大
会
を
開
催
し
各
種
表
彰
と
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

11
月
12
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所

　

須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
演

　
「
世
界
を
旅
し
て
の
宇
宙
観
」

　

太
陽
と
地
球
の
寿
命
は
…

●
講
師

　

星
野
村
天
文
台
長　

大
野
裕
明
氏

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
地

　

域
支
援
課　

　

☎
０
２
４
８
ー
７
５
ー
７
８
０
５

療
育
相
談
会
開
催

　

お
友
だ
ち
と
交
流
さ
せ
た
い
。
通

所
で
き
る
施
設
は
な
い
の
？
障
害
者

手
帳
っ
て
取
得
す
る
と
デ
メ
リ
ッ

ト
？
手
帳
取
得
後
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
の
？
医
療
費
の
助
成
制
度
や

給
付
金
は
受
け
ら
れ
る
の
？

　

そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
て
、
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
ご
家

族
を
対
象
に
、
療
育
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

11
月
18
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

●
場
所

　

田
村
市
船
引
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

▽
講
話

　

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
（
講
師
：
市
町
村
福
祉
担
当
者
、

 

県
担
当
者
）

▽
交
流
会

　

保
育
コ
ー
ナ
ー（
助
言
者
：
相
談

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）を
設
け
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
児

　

童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８
ー
７
５
ー
７
８
０
９
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広　

告　

欄

就
職
力

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

若
年
者
の
安
定
し
た
雇
用
を
推
進

す
る
た
め
、
就
職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
40
歳
未
満
の
若
年
者

を
対
象
に
、
早
期
の
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
を
受
け
て
い
る
方
は
お

近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、
そ
れ
以

外
の
方
は
福
島
県
雇
用
労
政
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
い
わ
き
会
場

　

11
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

い
わ
き
産
業
創
造
館
セ
ミ
ナ
ー
室

　
（
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
６
階
）

　

※
申
込
締
切　

10
月
29
日（
木
）

●
郡
山
会
場

　

11
月
30
日（
月
）〜
12
月
４
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

郡
山
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

第
１
教
室

　

※
申
込
締
切　

11
月
19
日（
木
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
２
９
０

電
光
表
示
広
告
物
等
の
基
準

　

景
観
へ
の
配
慮
、
交
通
安
全
上
の

観
点
か
ら
、
電
光
掲
示
板
や
映
像
広

告
な
ど
の「
電
光
表
示
広
告
物
等
」の

設
置
基
準
を
設
け
る
福
島
県
屋
外
広

告
物
条
例
・
施
行
規
則
の
改
正
が
行

わ
れ
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
施

行
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
電
光
掲
示
板
等
を
自
己
用

で
許
可
不
要
で
掲
出
し
て
い
る
も
の

は
、
改
正
基
準
の
施
行
前
に
設
置
さ

れ
た
と
い
う
確
認
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
６

結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

　

福
島
県
内
で
は
、
平
成
20
年
に
２

７
７
人
の
方
が
新
た
に
結
核
を
発
症

し
て
お
り
、
前
年
よ
り
23
人
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
約
６
割
が
60
歳
以
上
の

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
人
か
ら
人
に
う
つ
る
感
染

症
で
す
。
自
分
が
結
核
だ
と
気
づ
か

ず
に
周
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

結
核
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？

　

結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に

肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
重

症
化
し
て
い
る
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み

の
し
ぶ
き
に
は
結
核
菌
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
し
ぶ
き
の
水
分
が
蒸

発
し
て
、
結
核
菌
だ
け
が
空
気
中
に

た
だ
よ
っ
て
飛
び
、
そ
れ
を
周
り
の

人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
う
つ
り

ま
す
。

結
核
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

結
核
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
空
気
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
咳
が
出
る
と
き
は

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
は
６
〜
９
か
月
間
、
毎
日
き

ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
し

か
し
、
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
や
め

て
し
ま
え
ば
治
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
菌
は
耐
性
菌
と

な
り
、
時
に
は
薬
が
全
く
効
か
な
い

多
剤
耐
性
菌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
病
院
へ
！

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

重
症
に
な
る
前
に
早
期
に
病
院
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
引
く
咳（
２
週
間
以
上
）

●
タ
ン
が
で
る

●
長
引
く
だ
る
さ

●
長
引
く
微
熱

●
胸
の
痛
み

●
体
重
減
少

発
見
さ
れ
に
く
い
高
齢
者
の
結
核

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
１
回
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
検
診
等
で
精
密
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

咳
・
タ
ン
な
ど
目
立
っ
た
症
状
が

あ
ら
わ
れ
に
く
い
の
が
、
高
齢
者
の

結
核
の
特
徴
で
す
。

　

食
欲
が
な
い
・
元
気
が
な
い
・
体

重
減
少
・
微
熱
な
ど
の
症
状
し
か
出

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

健
康
状
態
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
結
核
に
対
す
る
免
疫

を
つ
け
、
乳
児
の
重
症
化
を
防
ぐ
予

防
接
種
で
す
。

　

生
後
６
か
月
ま
で
に
、
必
ず
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
中
保
健
所
医
療
薬
事
課

　

感
染
症
予
防
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
８―

７
５―

７
８
１
８

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４
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休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

10月11日（日） 青 山 医 院 田村市（常葉町） ７７̶２０１５
　　12日（祝） 大 方 病 院 田村市（船引町） ８２̶１１１７
　　18日（日） 大 久 保 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２̶２５５５
　　25日（日） 南東北病院大越診療所 田村市（大越町） ７９̶２１２１
11月１日（日） 奥 秋 医 院 田村市（船引町） ８６̶２０３４
　　３日（祝） 公立小野町地方綜合病院 小 野 町 ７２̶３１８１
　　８日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） ８１̶１３８８
　　15日（日） 石 川 医 院 三 春 町 ６２̶２６３０
　　22日（日） さとう耳鼻咽頭科クリニック 田村市（船引町） ８１̶１３３３
　　23日（祝） 島 貫 整 形 外 科 小 野 町 ７２̶２７２２
　　29日（日） 清 水 医 院 田村市（船引町） ８２̶３５３５

＊電話確認の上、受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　☎０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

小野町成人式のお知らせ
　2009小町ふれあいフェスタを10月24日（土）・
25日（日）、小野運動公園で開催します。メインス
テージで予定しているイベントは次のとおりです。
　詳しくは、新聞折込チラシをご覧ください。
　皆さんのお越しを、お待ちしています。

1010//
2424（土）（土）

　平成22年の成人式を来年の１月に開催します。
　成人式は、成人として社会に認められ、社会人
としての権利と責任を自覚するための大切な
「二十歳」の式です。ぜひご出席ください。
　申し込みは、10月の隣組回覧で取りまとめをし
ています。公民館でも受け付けをしていますので、
お気軽にご連絡ください。

●日　時　平成22年１月10日（日）
　　　　　午前10時30分～
●場　所　多目的研修集会施設　大ホール
●対象者　平成元年４月２日～平成２年４月１日
　　　　　生まれの方
●その他　就職や学校の関係で、小野町以外に住
　　　　　所がある方も出席できます。

◆問い合わせ・申し込み
　公民館　☎７２ー２１２５

2009小町ふれあいフェスタ

９：00　オープンセレモニー
　　　（小野中吹奏楽部参加）
９：30　ビンゴ大会
10：30　小町夢太鼓
11：00　マイカー点検教室
13：00　小町夢太鼓
13：30　埼玉県戸田市合唱グループ
14：00　お楽しみプレゼント抽選会
15：00　サンマつかみ取り大会
16：00   １日目終了

◆問い合わせ
　小町ふれあいフェスタ実行委員会（企画商工課）
　☎７２ー６９３９

1010//
2525（日）（日）

９：00　オープン
９：10　ビンゴ大会
10：00　新田内長獅子舞
10：30　キャラクターショー
11：00　農作物品評会表彰式
12：30　キャラクターショー
13：00　新田内長獅子舞
13：30　お楽しみプレゼント抽選会
14：30　サンマつかみ取り大会
15：00　閉会
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行事カレンダー　（10月16日～11月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

10
月

16日（金）ポリオ予防接種（13：30～14：30）保健福祉センター

17日（土）●貯蓄の日あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

18日（日）
秋季検閲式
休日窓口業務実施日（８：30～17：30）
９か月児健診（受付13：00～14：00）柏原クリニック

19日（月）
20日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター

21日（水）窓口業務延長（19：00まで）

22日（木）小中学校音楽祭

23日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

24日（土）
2009小町ふれあいフェスタ（９：00～16：00）小野運動公園
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
つるし雛講座・第１回（13：30～16：30）ふるさと文化の館

25日（日）2009小町ふれあいフェスタ（９：00～15：00）小野運動公園

26日（月）

27日（火）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター２歳児歯科健診（受付13：00～13：15）母子健康センター

28日（水）窓口業務延長（19：00まで）

29日（木）
30日（金）ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

31日（土）小野町美術展・前期（～11月８日）ふるさと文化の館美術館

11
月

１日（日）●ふくしま教育の日　●計量記念日●交通事故ゼロ・歩行者優先の日

２日（月）

３日（火）●文化の日七宝焼き講座（13：30～15：30）ふるさと文化の館

４日（水）窓口業務延長（19：00まで）

５日（木）
６日（金）育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

７日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センターつるし雛講座・第２回（13：30～16：30）ふるさと文化の館

８日（日）
９日（月）●秋の全国火災予防運動（～15日）

10日（火）
あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター
おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター
小戸神小学校移動図書館（13：00～13：30）

11日（水）
●世界平和記念日
飯豊小学校移動図書館（12：50～13：20）
窓口業務延長（19：00まで）

12日（木）
こころの相談室（10：00～12：00）母子健康センター
人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
浮金小学校移動図書館（13：00～13：30）

13日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

14日（土）あそびの広場（９：30～11：30）子育て支援センター布絵本教室（13：00～15：00）ふるさと文化の館

15日（日）第21回ふくしま駅伝大会休日窓口業務実施日（８：30～17：30）

町営住宅入居者募集！
ー駅前団地ー

　町営住宅の入居者を募集してい
ます。入居条件などについては、
お問い合わせください。

　　募集団地　駅前団地　
　　使 用 料　月51,500円

　使用料には、浄化槽使用料2,500
円と駐車場使用料（１戸１台限り）
1,500円が含まれます。

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２ー６９３６

　土地は、限られた貴重な資源で
す。将来の子どもたちのため、明
日の豊かな暮らしのためにも土地
の有効利用が大切です。
　土地の有効利用の実現のために
は、国や地方公共団体ができる限
りの取り組みを行うことはもちろ
んですが、何よりも不可欠なのは
土地政策に対する皆さんのご理解
とご協力です。
　豊かで安心できる住みよい社会
を築いていくために、皆さんもぜ
ひ一度、土地の有効利用について
考えて見ませんか。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２ー６９３９

住むまちの　　　　　
　　明日をみつめて
 土地活用
ー10月は土地月間ですー
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※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

氏　　名 年　齢 行政区

先　﨑　岩　子 76 本　町

古　内　正　晴 75 反　町

遠　藤　一　郎 84 中　通

鈴　木　　　旭 62 小野赤沼

小　野　一　郎 86 雁股田

𠮷　田　隆　次 80 飯豊上

田　代　ツ　メ 99 飯豊中

（８月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

吉田　　匠（たくみ） 康治・晶子 反　町

𠮷田　真唯（まい） 孝行・真枝 平　館

郡司　　澪（みお） 隆博・睦美 飯豊上

長窪　俊哉（としや） 正和・照美 飯豊中

根本　陽依（ひより） 大輔・　瞳　 吉野辺

（８月届出分）

 平成２１年９月１日現在
　人　口 11,430人（△７）　
　　男 5,544人（△４）　
　　女 5,886人（△３）　
　世帯数 3,753世帯（１）　
 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

町 県 民 税 ３期
11月２日（月）

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 ３期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。

　

先
崎
久
恵
さ
ん（
吉
野
辺
）の
庭
に
、

紐
鶏
頭（
ひ
も
げ
い
と
う
）の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
高
さ
が
約
２
メ
ー
ト
ル

で
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
の
鶏
頭
の

花
が
連
な
っ
て
咲
い
て
る
よ
う
な
感

じ
で
す
。

　

先
崎
さ
ん
は
種
を
ま
い
て
お
ら
ず
、

鳥
が
運
ん
で
き
た
よ
う
で
、
花
が
咲

い
た
時
は
大
変
驚
い
た
そ
う
で
す
。

 

（
美
）

あ　

と　

が　

き

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

【コスモス】

【ダリア】

【  ソ  バ  】

　石井勝利さん（浮金）の畑に、
色とりどりのダリアが咲いて
いました。

　湯沢では、ソバの
花が見ごろになって
いました。

　鈴木実さん（中通）が、こまちダム近
くの休耕畑を借りて植えたコスモスが
満開になりました。

まちを彩る秋の草花まちを彩る秋の草花


